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我 は々 過去l叫:-間に経験した異型狭心症L)･1仲J;:二~)い

て検討し上.
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甲状腺シプチでは雷殿部をこ鮭磯を認めた,Jbエコ-にて

非閉塞性肥尭型心鷹症楓 産室壁碍びまん性肥厚,心重
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より本症を36歳まで無加療であったため心不全症状を望

するまでをこ至った粘液凍感心食餌の異所性甲状腺をこよる

タレチン症と診断した.T櫓補充療法を開始後き約3カ

月をこて症状,心機能の改善,心藤液の消党を認めた.甲

状腺療鰻低下症による,二次性心筋疾患として肥太塑心

筋症様の形態を塁し,典型的な粘液凍願心で,加療をこよ

り改善をみた希少な症例であり報告する唖

離 川輪病心筋梗塞例 (3例)における経略的
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3例とも右冠動脈の閉塞による急性心筋梗塞をきたし

た川崎病既往児の経輝的冠動脈遺影所見を望示せる事業々

の症例は∴女児且例,男児語例で,川畷病曜鹿は5ケ月,

3歳.ti歳時でti㍉-､∴二∴ 舘ヤし･Tl･L､的梗塞尉lHIL'tllr射1,

3年3ケ月後ず2年6月襖であった｡各々の症例をこ対し
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の造影で側副彪行路殿消東,軽減と閉鎖箇所の蒋疎通を

認;､里二.
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狭心痛は心厳虚血殿発症を知らせる墓要な症鮫であるゆ

L′かL畿近,自覚症状殿ない心筋虚血いわゆる無症候性

鮎3g閲病に代蒸されるIl､児顕職虚血性心疾患でその存在

が知られてきている.当料で経過観察 している川噂病症

例で検討をおこなった虫

【対象】対象汗､1用 木 .三､こ欄潮 二は叫 細工で､心臓-)_.:;--I

テル枚数 冠動脈遺影を施行 したのべ 旦旦6例である日カ

チ-テル検査の適応はタ迅)2DE で冠動脈拡充性病変お

よび心合併症が疑われた屯の 瞑 発症より年数が経て

おり,2DEをこよる ev迅最鼠も豆om が充分でないと考えら

れた転の cj家族職務望があったものとした≠

監結果詔且且6例率冠動脈病変が認められたものは48例

であった｡このうち3例に冠動脈完全閉塞が認められた魯

3例中2例では寵動脈造影施行時に完全閉塞後の再開通

と考えられるse鑑memta且stenosisが認められた.この

2例では,川晦病発症から冠動脈遺影までをこ壇隼-2隼

を経過していた.またこの間,心筋梗塞を思わせる症状

は認められなかった▲鶴の 1例は7ケ月の男児でタ初回

造影時をこ左冠動脈回旋枝に冠動脈癌が認められた申 且年

後の丙造影では同部位での完全閉塞がみられた.この間


